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令和４年度 

木の国・山の国県民会議 

各専門部会の取組状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

森づくり部会 

令和４年度専門部会の取組状況 

部会名 森づくり部会 担

当 

森林経営課 

整備係 部会長 篠田 成郎 

 

構成員 

(所属名) 

 

篠田 成郎 ＜部会長＞  （岐阜大学教授）  

山川 弘保 ＜副部会長＞ （林業家・郡上市民病院医師） 

大西 理恵        （有限会社大原林産取締役） 

久保 芳文         （岐阜森林管理署長） 

河野 美佐子       （一般財団法人岐阜県地域女性団体協議会副会長） 

髙橋 知樹        （一般社団法人岐阜県森林施業協会副会長） 

長瀬 雅彦 （（一社）高山建設業協会理事、たかやま林業・建設業協同組合専務理事） 

今年度

計画 

１ 令和４年度検討事項 

 ・森づくりに繋がる森林空間利用の考え方・方向性について 

２ 検討事項の具体的取組 

 ・意見交換や現地検討会の実施 

 
実施 

 
状況 

 

３ 取組状況 

 ※主な意見等については別添資料のとおり 

 

■第１回（令和４年９月２２日（木）） 

○森林空間利用の事例発表と意見交換を実施  
    

■第２回（令和４年１１月１４日（月）） 

 ○長期間にわたる森づくりや森林空間利用に取り組んでいる現地を見学し検討会を開催  
 
■第３回（令和５年１月２３日（月））※オンライン併用で開催 

○森づくりに繋がる森林空間利用の考え方・方向性について意見交換を実施 
    

■第４回（令和５年３月６日（月））※オンライン併用で開催 

○森づくりに繋がる森林空間利用の考え方・方向性について意見交換を実施 
    

４ 取組結果 

  ※別添資料のとおり 

今後の
課題 

 

５ 今後の課題 

 ○森づくりに繋がる森林空間利用の具体化案を検討 
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【
第
１
回
：
森
林
空
間
利
用
に
つ
い
て
意
見
交
換
】

●
農
園
と
連
携
し
た
森
林
活
用
の
事
例
発
表
：
こ
だ
ら
の
杜
（
郡
上
市
）

・
目
的
は
地
域
の
活
性
化
、
地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献
。

・
観
光
農
園
と
し
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
体
験
な
ど
を
行
い
な
が
ら
カ
フ
ェ
を
運
営
。

・
地
域
の
人
達
が
集
ま
る
場
所
と
な
り
、
地
域
の
森
林
整
備
を
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
森
林
経
営
計
画
を
樹
立
し
、
作
業
道
開
設
や
搬
出
間
伐
等
を
実
施
。令
和
４
年
度
森
づ
く
り
部
会
の
取
組
み
に
つ
い
て
（
案
）

【
第
２
回
：
森
づ
く
り
等
の
現
地
検
討
会
】

●
長
期
間
に
渡
る
森
づ
く
り
の
現
地
や
森
林
活
用
の
取
組
み
を
見
学

・
国
有
林
の
「
赤
沼
田
の
天
保
林
」
（
下
呂
市
小
坂
町
）

・
岐
阜
大
学
の
位
山
演
習
林
（
下
呂
市
萩
原
町
）

・
ア
ラ
ラ
ギ
湖
周
辺
の
リ
ト
リ
ー
ト
・
ス
テ
イ
の
取
組
み
（
高
山
市
久
々
野
町
）
・
国
有
林
の
「
ヒ
ノ
キ
・
ケ
ヤ
キ
混
交
林
」
（
高
山
市
一
之
宮
）

令
和
４
年
度
の
取
組
み

【
第
３
回
「
森
づ
く
り
部
会
に
お
け
る
森
林
空
間
利
用
の
考
え
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
】

（
主
な
意
見
）

〇
「
こ
だ
ら
の
杜
」
は
森
だ
け
で
は
な
く
森
を
含
め
も
う
少
し
広
い
視
野
で
全
体
を
み
て
い
る
。
「
広
義
の
森
」
と
い
う
考
え
方
。

〇
ま
ず
最
初
に
森
づ
く
り
部
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
立
場
（
利
用
者
、
管
理
者
、
地
域
貢
献
等
）
か
ら
森
づ
く
り
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
か
を
交
通
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
。
〇
意
見
で
共
通
し
て
い
る
の
は
「
歩
く
こ
と
」
。
山
の
中
で
何
か
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
て
、
大
自
然
の
中
を
歩
い
て
も
ら
う
。

〇
歩
く
道
と
し
て
林
業
用
の
歩
道
を
た
く
さ
ん
整
備
し
て
人
が
歩
き
や
す
い
道
を
提
供
す
る
。
そ
の
時
に
地
域
外
の
人
に
も
入
っ
て
も
ら
い
道
を
作
っ
て
も
ら
う
仕
組

み
が
あ
る
と
よ
い
。

〇
山
の
中
を
歩
く
こ
と
で
人
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
も
ら
え
れ
ば
(人
の
気
配
を
感
じ
た
り
、
隠
れ
る
場
所
が
減
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
）
有
害
鳥
獣
は
寄
っ
て
こ
な
い
。

〇
岐
阜
県
の
山
を
1
0
0
ぐ
ら
い
選
ん
で
、
「
す
べ
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
制
覇
し
た
ら
、
大
垣
の
升
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
な
ど
、
県
民
が
山
へ
入
る
取
組
み
が
必
要
。

別
添
資
料

【
別
紙
】

ま
ず
人
に
来
て
も
ら
う
こ

と
を
考
え
、
そ
の
結
果
と
し

て
、
地
域
の
人
達
が
集
ま
り
、

森
林
整
備
へ
と
繋
が
っ
て

い
る
。

〇
あ
る
場
所
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
「
森
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
感
じ
る
流
れ
を
作
る
。

〇
み
ん
な
に
と
っ
て
心
地
よ
い
場
所
を
提
供
す
る
。

〇
山
を
壊
さ
な
い
、
本
来
の
自
然
を
使
え
る
よ
う
な
方
法
。

【
第
４
回
「
森
づ
く
り
部
会
に
お
け
る
森
林
空
間
利
用
の
考
え
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
】

（
主
な
意
見
）

〇
森
林
に
入
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
や
は
り
し
っ
か
り
と
し
た
作
業
道
を
作
る
こ
と
が
必
要
。
最
近
は
全
国
的
に
道
づ
く
り
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

〇
ス
イ
ス
の
森
林
に
は
案
内
表
示
板
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
日
本
も
そ
う
い
っ
た
取
組
み
が
必
要
。

〇
地
域
の
人
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
お
子
づ
か
い
程
度
で
良
い
の
で
、
少
し
で
も
お
金
に
替
わ
る
も
の
を
見
つ
け
る
事
が
必
要
。

〇
子
供
た
ち
に
森
林
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
小
中
学
校
等
で
の
体
験
を
含
め
た
教
育
を
通
し
て
普
及
す
る
こ
と
は
重
要
。

〇
森
を
活
用
し
、
森
を
し
っ
か
り
整
備
し
て
も
ら
い
、
広
い
視
野
で
管
理
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

森
林
空
間
利
用
の
考
え
方
・
方
向
性

コ
ン
セ
プ
ト
案

長
期
間
に
渡
る
森
づ
く
り
の
取
組
み
等
の
現
地
検
討
会
を
開
催

現
地
検
討
会
に
よ
り
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
改
め
て
意
見
交
換

森
づ
く
り
に
繋
が
る
森
林
空
間
利
用
の
考
え
方
や
方
向
性
の
整
理
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【
別
紙
】

森
林
空
間
利
用
の
考
え
方
・
方
向
性
（
案
）

歩
く

既
設
林
道
や
作
業
道
、
歩
道
も
整
備
・
活
用

地
域
外
の
人

森
林
内
に
人
が
入
り
獣
害
対
策
に
も
寄
与

地
域
の
人

取
組
み
の
結
果
と
し
て
森
林
整
備
の
促
進
へ

「
広
義
の
森
」
の
利
用
に
よ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献

（
例
）

〇
川
遊
び

〇
体
験
農
園

〇
地
元
生
産
物
が
販
売
で
き

る
場
所

〇
カ
フ
ェ

な
ど

都
市
周
辺
か
ら
誘
導

森
林
経
営
計
画
の
樹
立

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
公
表
し
促
進

（
例
）

〇
歩
道
整
備
、
作
業
道
整
備

・
E
V
カ
ー
ト
や
e
バ
イ
ク
も
利
用
で
き
る
道

・
方
向
や
場
所
が
わ
か
る
案
内
表
示
の

設
置

〇
森
林
浴
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

〇
山
野
草
、
薬
草
、
山
菜
取
り
が
で
き
る

場
所
を
設
定

〇
「
（
仮
称
）
岐
阜
山
森
百
選
」
に
選
定
さ

れ
た
森
林
に
誘
導
（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
）

な
ど

森
林
周
辺
の
活
用

気
軽
に
入
れ
る
森
林

【
人
に
来
て
も
ら
う
取
組
み
】

森
林
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
そ
の
周
辺
も
含
め
て
利
用

協
力
し
て
実
施

若
者
が
森
林
に
興
味
を
持
つ
と
同
時

に
高
齢
者
も
入
り
易
く
な
る

集
う
人
達
か
ら
地
域
の
森
林
を
な

ん
と
か
し
た
い
と
い
う
声

学
校
教
育
を
通
し
た
普
及
な
ど

広
義
の
森

森
林
内
を
歩
く
文
化

森
の
恩
恵
を
感
じ
森
林
管
理
の
意
識
を
醸
成

里 か ら 山 へ の 誘 導
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木づかい部会 

令和４年度専門部会の取組状況   

部 会 名 木づかい部会 担

当 

県産材流通課 

木造建築推進室消費対策係 部 会 長 中島由紀子 

構 成 員 

（所属名） 

中島 由紀子 ＜部会長＞ （ＮＰＯ法人グッドライフ・サポートセンター理事長） 

桂川 麻里  ＜副部会長＞（建築士） 

石橋 明世        （ひだまりほーむ 株式会社鷲見製材 常務取締役） 

岩井 香織        （公募委員） 

 河尻 和憲        （（一社）岐阜県林業経営者協会 理事） 

 田口 房国        （株式会社山共 代表取締役社長） 

 田中 露美        （岐阜県生活学校連絡協議会 副会長） 

 山川 弘保        （林業家・郡上市民病院 医師） 

 吉田 香央里       （ヤマガタヤ産業株式会社 取締役） 

 

今年
度計
画 

１ Ｒ４年度検討事項 
 ・新たな県産材の利用促進について 

２ 検討事項の具体的取組み 
・木材利用に関する一層の県民理解のため、県産材製品相談窓口の設置など、木とふれあう機会の増加の

ための取組み等について意見をいただく。 

 

 
実施
状況 

３ 取組状況 
 
■第１回（令和４年９月２７日（火））岐阜県全建総連厚生会館 大会議室 ※オンライン出席含む 
〇部会長の選任について 
〇「ぎふの木づかい施設」の認定について 
〇（仮称）ぎふ木の国・山の国県産材利用促進条例について 
〇令和３年度の木づかい部会からの提案等を踏まえた県産材流通課の取組みについて 
〇今年度の検討事項について 
 
 
    
 
 
 
 

 

 

 

 

■第２回（令和５年１月１２日（木））岐阜県全建総連厚生会館 大会議室 ※オンライン出席含む 
〇岐阜県木の国・山の国県産材利用促進条例の制定と条例に係る施策の取組み状況について 
〇岐阜県木の国・山の国県産材利用推進計画案について 
〇木づかい部会の令和４～５年度の検討事項（「都市部における県産材利用の普及啓発」）について  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜条例について＞ 
・県と県民が一緒になって県産材利用を進めていくということが重要であり、県民などがどのように取

り組むという位置づけが重要なのではないか。 
・この条例が脱炭素社会の実現に資するためのものであるならば、木材の利用だけでなく、断熱材など

により住宅の性能を上げることも必要なのではないか。 
＜今年度の検討事項について＞ 
・木づかいの前提となる、「なぜ使わなければならないか」が圧倒的に認知されていないため、ゼロか

らの説明が必要。 
・県産材自体の性能や空間の機能性などを説明する施設や仕組みがあるとよい。 

【主な意見】 

＜計画案について＞ 
・家づくりの補助金について、定額ではなく、県産材の使用量に応じた補助にすると、多くの県産材を

使ってもらえるのではないか。 
・今後工務店が非住宅の設計・施工を行っていくことは夢があると感じている。 
＜令和４～５年度の検討事項について＞ 
・一般の市民向けに木づかい等を紹介することが難しく、ゲーム性を持たせるとか、イベント企画のプ

ロの知識等が必要なのではないか。 
・30by30（陸の 30％と海の 30％を保護するという考え方）や OEÇM（国立公園などの保護地区ではな

い地域のうち、生物多様性を効果的にかつ長期的に保全しうる地域のこと）といった切り口で県民に

対し県産材利用を普及啓発してはどうか。 

【主な意見】 
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４ 取組結果 
 ＜条例について＞ 

 ・関係者の責務や役割の位置づけや、施策等について提案等をいただいた。 

 ＜計画について＞ 

 ・計画に位置づける目標や、施策等について提案等をいただいた。 

 ＜その他＞ 

 ・県産材を使用した７施設を「ぎふの木づかい施設」として認定した。 

 ・令和５年度の検討事項として、「都市部における県産材利用の普及啓発」を実施することとした。 

 

今
後
の 

課
題 

５ 今後の課題 
 「都市部における県産材利用の普及啓発」を実施していくため、下記事項について検討する必要がある。 

 ・普段、森林や木に興味の無い都市部の県民に対する効果的な普及啓発の実施場所、実施内容や実施回数

について 
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普及・教育部会 

令和４年度専門部会の取組状況 

部 会 名 普及・教育部会 担

当 

森林活用推進課 

森林サービス産業支援係 部 会 長 伊藤 栄一 

構 成 員 

（所属名） 

伊藤 栄一（NPO 法人森のなりわい研究所代表理事） 

石橋 明世（ひだまりほーむ 株式会社鷲見製材 常務取締役） 

桂川 麻里（建築士） 

加藤 正吾（岐阜大学応用生物科学部准教授） 

田中 露美（岐阜県生活学校連絡協議会副会長） 

中島 由紀子（NPO 法人ｸﾞｯﾄﾞﾗｲﾌ・ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ理事長） 

長瀬 雅彦（一般社団法人高山建設業協会理事 たかやま林業・建設業協同組合専務理事） 

細川 正孝（加子母森林組合代表理事組合長） 

山下 敦子（岐阜県小中学校女性校長会長） 

今

年

度

計

画 

１ 令和４年度検討事項 

「森林サービス産業の育成・支援」 「森林技術者の確保・育成・定着」 

「ぎふ木遊館の運営状況及びプログラムについて」 

「森林総合教育センター(morinos)の運営状況及びプログラムについて」 

２ 検討事項の具体的取組み 

・「（仮称）森林サービス産業推進協議会」の内容について意見をいただく。 

・森林技術者の確保対策、林業労働安全対策強化に向けた取り組みの内容について意見をいただく。 

・ぎふ木遊館及び森林総合教育センター(morinos)の運営状況及びプログラムについて意見をいただく。 

実

施

状

況 

３ 取組状況 

■第１回（令和４年１０月３１日（月））  

議題：「森林技術者の確保・育成・定着について」森林経営課 

「（仮称）森林サービス産業推進協議会の取組みについて」森林活用推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第２回（令和５年２月２日（木））  

議題：「ぎふ木遊館の運営状況及びプログラムについて」ぎふ木遊館 

   「森林総合教育センター(morinos)の運営状況及びプログラムについて」森林文化アカデミー 

   「ぎふ森のある暮らし推進協議会について」森林活用推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「森林技術者の確保・育成・定着について」 

・労働災害対策は、先進技術など他県から学べる部分があると思う。積極的に情報収集してほしい。 

・労働災害発生時のレスキュー訓練の様子を、動画で閲覧できるようにするとよい。 

・担い手確保のために、林業を知ってもらう年齢層を下げないと、就職の選択肢にならない。ぎふ

木育・担い手確保の両方の視点で取り組んでいただきたい。 

「（仮称）森林サービス産業推進協議会の取組みについて」 

・会員同士が win-win の関係になるように頑張ってほしい。 

・森林サービス産業そのものが明確に事業化されておらず、見えない小さい取り組みとして存在し

ている場合もある。それらを事業化する支援をしていくべきだと思う。 

・県民会議の委員の意見を早い段階から反映できるような仕組みを作った方がよいと思った。どう

やってよりよいものを作っていくか、一緒に考えていけたらよいと思う。 

「ぎふ木遊館の運営状況及びプログラムについて」 

・評価の指標として、来館者数だけでなく「木遊館でやったことがどのように伝わっているのか」

という部分も把握できるとよい。 

「森林総合教育センター(morinos)の運営状況及びプログラムについて」 

・小学校の教員を森林教育の担い手として育てるのは難しいため、morinos があることを知ってい

ただき、活用することを選択する教員を増やしていくのが大事。 

「ぎふ森のある暮らし推進協議会について」 

・協議会の方向性として、産業形成だけではなく、森林とともに暮らす文化を形成する事が産業の

土台になると思うので、工夫していく必要がある。 

【主な意見】 

【主な意見】 
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実

施

状

況 

４ 取組結果 

 ・「森林技術者の確保・育成・定着」について、課題点を整理した。 

 ・「ぎふ森のある暮らし推進協議会」への提案を行った。 

 ・ぎふ木遊館及び森林総合教育センター(morinos)の今後の展開について、提案を行った。 

今

後

の

課

題 

５ 今後の課題 

・森林技術者の労働災害対策の強化 

・ぎふ森のある暮らし推進協議会における、会員同士の意見の目ぞろえと、協力体制の構築 

・ぎふ木遊館の取り組みをより明確に把握できる評価手法の検討 
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